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所沢市民大学修了者の会 広報紙 

2025 年 9 月号（第 195 号） 

発行責任者  松尾 基昭 

日時  2025年 11月 26日（水曜日） 13時 30分から 16時 

 

場所  小手指まちづくりセンター分館ホール 

 

時間  受付開始 13時 00分 

     開 会   13時 30分 

第 1部 13時 30分～15時  第 19期定期総会 

第 2部 15時 15分～    

         サックス奏者 湊谷采加（みなとや あやか） 

       閉 会    16時 
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テレビ、ラジオで拝見していましたが、まさ

か「ところざわ倶楽部 時局講演会」で講師を

してくださるとは予想もつきませんでした。 

米国、欧州諸国、中国、ロシア、ウクライナ、

中東、台湾、北朝鮮等で不安定な状況が深まっ

ています。現在の世界情勢、経済情勢を確認し

改めて考えることが出来たような気がします。 

時代とともに世界情勢、経済情勢は大きく変

化しています。学生の時の授業で変動相場制の

講義がありました。当時はまだ１ドル３６０円

の固定相場の時代です。学生運動で学校が閉鎖

されることが頻繁にありました。近所のたばこ

の煙がしみこんだ喫茶店に居座り、１２０円の

コーヒーを飲みながら、日本のこの先について

語りあった事を懐かしく思い出します。 

分かりやすく熱意ある言葉、広い情報と知識

で人を引きつけすばらしい講演でした。そして

歯切れのよい元気な声で、もやもやした不透明

な暗い時世を吹き飛ばしていただきました。

 

                

日常茶飯事は、目先の情報やトランプ政権の

話題などで日本も大変な時代になったなと、私

生活においても不安に思っていました。 

今回の真田幸光先生の講演会を聞き、世界の

政治情勢の実態、数々の発生している問題を日

本の視点から説明していただき、大変理解しや

すかったです。特に興味深かった事は、日本で

も「フェンタニル系危険ドラッグ」という麻薬

などの出回りで、人間がゾンビの様になってし

まう話には、驚かされました。 

講演会は 2 時間ほどでしたが大変感銘を受け、

貴重な時間を過ごすことができました。有難う

ございました。

 

 

現在、世界は米英 VS 中露の対立構図から更

にインド、ブラジル等のグローバルサウスが加

わり三つ巴の構図になっている。 

更に最近では世界的な既得権益層 VS その他

一般庶民の対立が顕在し混沌を一層深めている。 

また、世界中に我欲の強いリ一ダが増えてい

る現状、我々日本人はどうあるべきか？ 

真田先生は真理を求めてしっかりと世界を見

極める力を持った上で、我々日本は日本人が得

意とする手で、製造業を主とする実体経済を軸

にして再建を図るべきであると言われる。 

歴史を遡れば真田丸で善戦し、真田紐で見事

に生き残ったという実績のある真田家直系のご

子孫である真田先生のお話は、説得力に満ちて

いて腑に落ちたのは私だけでしょうか？ 

 

今後の世界情勢を占う～独立自尊の魂を取り戻せ

～ 

時局講演会を聴講して 

         

《 ネバーギブアップ ガンバレ日本 》   

                      
楽悠クラブ  鹿嶋 伸郎 

《 ガンバレ日本！ 》 
自然と農業サークル 横山 芳江 

野老澤の歴史をたのしむ会 田沼 幹子 
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ストラディバリウスとは？  

ストラディバリウスは、イタリアの

ストラディバリ父子 3 人（父アントニ

オ、子フランチェスコ、オモボノ）が製

作した弦あ楽器。  特にアントニオ・

ストラディバリが 17 世紀～18 世紀に

かけて製作した弦楽器が有名である。 

ストラディバリ父子はヴァイオリン

やヴィオラやチェロ、マンドリン、ギタ

ーなど約 1100～1300挺の楽器を製作し

たとされ、約 600挺が現存するが、その

内ヴァイオリンは約 520挺である 

 

 

 

 

第５回 ところざわ倶楽部まつり   
 

 

今年度のテーマは「ときめきは年齢を知らない」としました。 

本年度の活動の集大成として盛大に盛り上げましょう。皆さま方の積極的な参加をお願いします。 

 

2 0 2 5 年 ９月 2 6日（金） 

 所沢市まちづくりセンター（中央公民館）ホール＆ホワイエ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪展示部門  ホワイエ 11:00～16:30 ≫ 

 

＊14 サークルの活動紹介  

アジア研究会/楽悠クラブ/食を通して所沢を知る 

会/地球環境に学ぶ/所沢シニア世代地域デビュー 

支援の会/所沢の自然と農業/野老澤の歴史をたの 

しむ会/ドラマティック・カンパニー/懐かしの映 

画・鑑賞会/脳活サークル/傍聴席/民話の会/ IT  

サロン/謡曲・仕舞を楽しむ会（観世流） 

 

＊個人作品  

絵画/書/写真/陶芸/生け花 他  

 

 

 
 

＊スマイルパイレーツ 『チアダンス』 

＊所沢の自然と農業 『寸劇』 

＊ドラマティック・カンパニー 『朗読劇』 

＊謡曲・仕舞を楽しむ会（観世流） 『謡曲・仕舞』 

＊【特別出演】黒沢誠登先生 『ストラディバリウスのヴァイオリン演奏』 

＊民話の会 『民話』 

＊懐かしの映画・鑑賞会 『みんなで楽しく踊りましょう』 

 

事業部長 野口 喜美夫 

≪ 舞台部門  ホール 12:00～16:00 ≫ 

後援：所沢市社会福祉協議会 
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6 月 1 日、さわやかな初夏の日差しの下、「城の

森」*1を舞台に第 1回自然観察探検会が開かれまし

た。主催は柳瀬地区まちづくり協議会 環境部会所

属「市民大学ファームの会」*2。幼児から小中学生、

保護者、そして私たち OB世代まで、総勢 34名が参

加しました。 

 

集合は柳瀬まちづくりセンター学習室。まずは講

師の児嶋翼さんと泉北斗さんによる自然解説から

スタート。センター駐車場脇で探検前のミーティン

グを行い、いよいよ「城の森」へ出発です。 

 

最初の挑戦は、森の生き物や植物を探しながらの

“発見ビンゴゲーム”。子どもたちは「見つけた！」

と歓声を上げ、大人も負けじと自然の中に目を凝ら

します。ヤマザクラ前広場ではノコギリを使った木

工作業の体験も。初めての道具に緊張しつつも、真

剣な表情で木を切る姿が印象的でした。 

 

北入口までの探検ルートを歩き、学習室に戻って

からは、今回の活動の意義や今後の森づくりの目標

について、写真を交えて説明。最後に、参加者全員

へ「探検隊会員バッジ」と「第 1回探検会参加証バ

ッジ」が贈られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児嶋講師は「森には教科書には載っていない発見

がたくさんあります。今回の探検が、自然を大切に

するきっかけになれば嬉しいです」と話しました。

泉講師は「大人も子どもも同じ目線で森を歩くと、

新しい気づきがあります。次回はさらに奥のエリア

までご案内したいです」と笑顔で語ってくださいま

した。 

幼い子どもからベテラン世代まで、世代を超えて

自然とふれあい、共に学び、笑顔を交わしたひとと

き。これからの「城の森」が、地域みんなの学びと

憩いの場として育っていくことを願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 城の森：柳瀬まちセン隣接城地区約 8,000㎡の手つかずの森 

*2 市民大学ファームの会：自然と農業サークルの下部組織*イ

ベントの要望：東所沢小の保護者から*発案：地元の農家さん*

イベント実施までの準備：市民大学ファームの会、自然と農業

サークル有志、柳瀬まちセンター学習室 

世代をこえて楽しむ「城の森」探検記 
 

（2025 年 6 月 1 日 開催） 

所沢の自然と農業サークル 中原幹男 
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30代の頃、ネコの撮影のため、マレーシアの島々

に、のべ 280 日滞在しました。 

撮影場所は、観光客がいないエリアです。美し

い自然の残っているエリアは、そこに辿り着くま

でが大変です。観光客が行かないので定期船があ

りません。船をチャーターして目的地に近づくと、

今度は桟橋がありません。船は陸まで近づくこと

ができないので、船長が「ここから泳いで行って

くれ」と言い始めます。   

私たちは服を着たまま海に飛び込み、重い撮影

機材を頭に乗せて上陸することになります。首の

下までビショ濡れでヘトヘトですが、その分、神

秘的で美しい風景を撮影することができます。 

 きれいな珊瑚礁、色とりどりの魚たち、かわい

いオオトカゲ、のんびりしたウミガメなど、生命

の輝きをまとった、たくさんの生き物に感動しま

す。 

 撮影の合間、夫が魚を釣ってくるので、私は厨

房を借りて料理をしました。営業しているレスト

ランなどないからです。サメや謎の魚は食べ方が

分からないので、その都度、現地の方にレシピを

教えてもらいます。 

 夜になると、きらめく星空がひろがります。夫

は夜釣り、私はウミガメの産卵を見るため、真っ

暗な浜辺を歩き回ります。 

  

母が亡くなって、今年で、13年になります。母

は施設で、病気がみつかり、すぐにホスピスの病

院に入院しました。先生から余命わずかと聞いた

私は、1冊のアルバムを持っていきました。 

私は、10 歳から 20 歳まで、本郷と言うところ

に住んでいました。東京ドーム(後楽園球場)と東

大の真ん中にあります。地元の小学生と言うこと

もあり、後楽園球場に行くことがあり、6年生のと

きに、先日、亡くなられた長嶋茂雄さんと写真を

撮ることになりました。母とこの当時のこと、覚

えている?と聞いたらあの時、親として、大変だっ

たと話しをしてくれました。当時は、ニュース、新

聞社と話題になりました。      

長嶋茂雄さんが、亡くなった時、私は、アルバム

を見ながらはなしをしたことを思い出し、あらた

めて、両親に感謝しています。 

  母の介護を通じて、私の仕事、24 時間 365 日、

いつも寄り添い福祉をやっています。悩んだら電

話、お待ちしています。 

 

  特定非営利活動法人ブーゲンビリア                                     

☎080 8158 8949  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ の 日 

脳活サークル 泉 志津子 フリーサークル 西田 尚美 

≪マレーシアの思い出≫ 

撮影のため、いろいろなところに行きました

が、マレーシアはとても思い出深いです。元気な

うちに、またいつか訪れたいです。 
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楽悠クラブでは、8 月を除く毎月オペラ、ミュージ

カル、オーケストラ、ポピュラー音楽等各種の音

楽鑑賞会を開催し、会員皆で楽しいひと時を過ご

しております。 

今年（1 月～7 月）の実績は次の通りです。 

 1 月―ヴェルディ歌劇「仮面舞踏会」（レヴァ 

イン指揮,メトロポリタン歌劇場、） 

 2 月―ヴェルディ歌劇「アイーダ」２００９ 

（バレンボイム指揮ミラノ・スカラ座） 

3 月―映画「クララ・シューマン 愛の協奏 

曲」  

4 月―三大テノール・ライブ  

5 月―モーツアルト歌劇「コジ・ファントウッテ」  

 6 月―映画「Rhapsody in Blue（アメリカ交響楽）」 

7 月―ミュージカル「エリザベート」 

 

7 月～8 月懐かしの映画・

鑑賞会は 2024 年 10 月 17

日、虚血性心疾患によって

76歳で死去した西田敏行さ

んを偲んで『素敵な金縛り」

を上映しました。作品は、三

谷幸喜脚本・監督主演の深

津絵里演じる三流弁護士と

西田敏行演じる落ち武者の幽霊による法定サスペ

ンスコメディ。キャチコピーは「承認はただ一人

落ち武者の幽霊」現実離れした三谷幸喜作品でし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後は、次の鑑賞項目を予定しております。ご

興味のある方の参加を心よりお待ちしております。 

① 小澤征爾特集（サイトウ・キネン オーケ

ストラ 演奏）（9 月） 

② レハール 喜歌劇「メリーウィドウ」（フラ

ンツ・ウェルザーメス

ト指揮 ）（10 月）、 

③ バレエ（春の祭

典、メリーウィドウ

（オーストラリア・バ

レエ）（11 月） 

④ 「ジャズ、フォ

ーク、その他を楽しむ」

（12 月） 

 

 

 

舞台、テレビ、歌手等、数々のドラマや映画でコミ

カルな演技から鬼気迫る形相まで、様々な人間を演

じていきました。8 月は西田敏行さん追悼の「敦煌」

を上映します。日本アカデミｰ賞最優秀主演男優賞の

受賞作品です。中国映画界全面協力の 143 分と長時

間映画です。他に「釣りバカ日誌」、他多数の映画出

演、テレビドラマ「ドクタ－Ｘ～外科医・大門未知子

～ 」完結作「劇場版ドクタ－ＸFINAL」が遺作と

なりました。 

 

日本映画・ドラマ・演劇界で約半世紀にわたり走り

続けてきた西田敏行さん。ここに改めて感謝申し上

げると共に、謹んでご冥福をお祈りいたします。 

 

西田敏行さんは、1947 年福島県生まれ。俳優

を志し、明治大学を中退し劇団に入団してから、 
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2. 楽悠クラブ （田村 健一郎 2949-3434） 

9月 9日(火)13:15～16:30 所沢まちセン 3階 8・9学習室 

鑑賞演目：小澤征爾特集  

サイトウ・キネンオーケストラ演奏、ドキュメンタリー他 

9. 懐かしの映画・鑑賞会 （二上 拓夫 080-1250-6151） 

9月 9日(火)10:00～12:00 西新井町会館  

洋画「栄光のルマン」71年 米国 マックィーン 

9月 16日(火)10:00～12:00 西新井町会館 

邦画「水戸黄門」 TVシリーズ全オールスター出演 

～70年東映～ 

 

 

 

3. 食を通して所沢を知る会 （矢崎 みどり 2943-4250） 

 

9月 16日（火）9:00～ ふらっと調理室 

簡単に作れるローストビーフほか  

10月 28日(火)10:00～ ふらっと 

 所沢の農業の現状 ＊出前講座 

10. 脳活サークル （野口 喜美夫 090-8054-3317）  

9月 13日(土)「春風亭一花 落語鑑賞会」 開場 13:30 開

演 14:00 場所/清瀬けやきホール(西武池袋線清瀬駅北口) 

10月 24日(金)10:00～13:00 所沢パークゴルフ場(柳瀬) 

第 2 回脳活サークルパークゴルフ大会  

 脳活サークル会員外の参加歓迎、参加費 500円 用具無料 

4. 地球環境に学ぶ  （芝間 伸剛 080-5453-0117） 

気候変動等世の中の種々の環境問題をはじめ、私たちの身の

回りの生活環境について、情報を持ち寄り討議します。 

分科会の読書会は、環境ばかりではなく幅広い分野の読書で

す。 

9月 30日(火)9:00～11:00 新所沢東公民館 月例会 

※9月度の読書会の日程は未定 

11. 傍聴席 （石堂 智士 2947-0835） 

9月 17日(水)13:00～15:00（変更注意！） 

新所沢公民館 4号室（変更注意！） 

テーマ：「9月市議会、令和 6 年度普通会計決算総括表」 

皆さんからの自由な提案・報告を待っています 

10月 20日(月) 「神戸鉄郎議員予定ほか」 

※市政に関心のある方は自由にご参加ください 

5.所沢シニア世代地域デビュー支援の会（田口元也 090-9820-5668） 

9月 10日(水)13:15～15:00 所沢まちセン学習室 3号 

 定例会 年間テーマ「新しい地域デビューを考える」  

＜SP＞ チアダンス 行事・練習日予定 見学大歓迎！ 

9月 6日(土)13:30～16:00  所沢まちセン学習室 6号 

9月 21日(日)15:00～15:20   市民活動フェスタ 2025 

9月 26日(金)12:00～  第 5 回ところざわ倶楽部まつり 

12. 民話の会 （仲山 富夫 090-3902-0283）  

9月 15日(月)13:00～16:00“まつり”参加演目の稽古 9 名参

加 

 こどもと福祉の未来館 1階  

 「新編・ねずみ薬師」「猿の嫁」の読み合わせ 

9月 19日(金)10:00～13:00定例会こどもと福祉の未来館 1F  

10月 17日(金)12:00～ 定例会 「ご苦労さん会」 

 市内レストランで、豪華昼食会 

6. 所沢の自然と農業 （稲村 洋二 090-5530－4703） 

9月 11日(木) 定例会 13:00～15:00 新所沢まちセン学習室１

号    15:00～17:00 和室１号 倶楽部祭り練習 

9月 16日(火)9:30～11:30  柳瀬荘黄林閣ボランティア 

9月 18日(木)13:00～15:00 新所まちセン和室 1号 祭り練

習 

9月 19日(金)9:30～11:30  黄林閣ボランティア 

9月 25日(木) 倶楽部まつりリハーサル 

13.IT サロン（ところざわ倶楽部）（玉上 佳彦 090-2497-

1076） 

 

9月 10日(水)13:00～16:00 新所沢まちセン 学習室 5 号 

9月 25日(木)13:00～16:00 新所沢まちセン 学習室 5 号 

 

10月 14日(火)13:00～16:00 新所沢まちセン 学習室 5 号 

10月 29日(水)13:00～16:00 新所沢まちセン 学習室 5 号 

7. 野老澤の歴史をたのしむ会  

(茂出木 正和 2924-7533） 

 

9 月 11日(木)10:00～12:00 所沢まちセン 

高橋先生歴史講座「太平記」 

          

10月 2日(木) 引又宿を訪ねる  詳細未定 

14. 謡曲・仕舞を楽しむ会  （野口 喜美夫 090-8054-

3317） 

※観世流 謡曲と仕舞の稽古・練習を行います。 

9月 2日(火)9:30～12:00  所沢まちセン 学習室 8･9号 

9月 9日(火)9:30～12:00  所沢まちセン 学習室 8･9号 

9月 16日(火)9:30～12:00  所沢まちセン 学習室 6号 

10月７日(火)9:30～12:00  所沢まちセン 学習室 6号 

10月 21日(火)9:30～12:00 所沢まちセン 学習室 6 号 

1.アジア研究会 （代行 中原幹男 080-4151-1045） 

9月 17日(水)13:30～16:00 所沢まちセン 8・9号室 

テーマ：西アフリカの旅～奴隷貿易の歴史～講師：当麻会員 

10月 15日(水)13：30～16:00 所沢まちセン 8・9号室 

 地球環境に学ぶと共催講座 テーマ追って 

  講師 新外交イニシアティブ代表 猿田佐世氏  

11月日程・会場未定 出前講座「米軍所沢通信基地」計画

中 

8. ドラマティック・カンパニー（吉田 紘之 080-3480-7760） 

9月 13日(土)10:00〜12:00 所沢まちセン学習室 3号 

  ところざわ倶楽部まつり 発表作品練習 

9月 20日(土)10:00〜12:00  所沢まちセン学習室 3号 

  ところざわ倶楽部まつり 発表作品練習 

9月 25日(木)および 9月 26日(金)  

  ところざわ倶楽部まつり リハーサルと本番 



 [６]                ところざわ倶楽部「広場」           

 

7 月 14 日 18 期第 8 回理事会を開催しました 

・市民大学 31 期生向け OB 会説明会 9/11 開催 

 入会受付を開始します 

・第 5 回ところざわ倶楽部まつりを所沢まちセン 

ホールとホワイエにて開催 

 9 月 25 日（木）展示パネル設置、舞台リハーサル 

 9 月 26 日（金）本番 11：00 開場 16：30 終了 

 ＊社協こども未来基金への寄付とフードバンク 

 への食品提供協力をお願いします 

・早稲田大学人間科学学術院の研究 大島ゼミ、 

 菊池ゼミへのご協力ありがとうございます 

 引き続きよろしくお願いします 

・第 19 期定期総会を 11 月 26 日（水）開催予定 

 第 19 期理事候補を募集開始します 

みなさまの積極的なご参加をお待ちしています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■9 月 9 日（火）洋画 「栄光のルマン」 

 ‛71 年 アメリカ 109 分 

 主演：スティーブ・マックイーン 

■9 月 16 日（火）邦画 「水戸黄門」 

 ‘68 年 昭和 43 年 東映 100 分 

 主演：中村錦之助 美空ひばり 月形龍之介 

リタイア後は「きょういく」と「きょうよう」が大切だといわれている。これは教育や教

養のことではなく、「今日行くところ」と「今日の用事」で、毎日どこかへ出かける予定や、

何かしらの用事を持つことが、心身の健康につながるという意味である。私自身、いくつか

のサークルに所属し、仲間たちと様々な活動をしている。人と会い、役割を持って動くこと

は、まさに「きょういく」と「きょうよう」の実践そのもの。少しの緊張感と楽しみが、日々

を豊かに彩ってくれる。これからも小さな予定を大切にし、新しい発見や喜びを見つけなが

ら、前向きな毎日を重ねていきたい。 

編集者から 

梅津博紀：記 


